
接客担当者用のフロー 災害対策担当者用のフロー

付近のお客様を安全な場所へ誘導
→負傷者がいるかどうか確認
（必要に応じてAED等で対応）

付近にいるお客様に地震に関する
情報、津波の有無を口頭で伝達

可能な場合は館内放送等で情報伝達

全職員に避難を指示
館内放送等で避難を促す。

★本人も必ず避難！！

避難誘導（原則は徒歩）
・安全な場所に安全な経路・方法で 「Follow Me！（ついてこい！）」
・負傷者や高齢者など避難行動に時間を要するお客様は、車での避難もあり

安否情報の収集・報告
第一報：避難人数、負傷者有無
第二報：避難者氏名等

避難の判断 → 施設内にいられる状況であるか確認する
少しでも危険を感じたら避難すること！！

★情報伝達は子どもでも分かる言葉を使うこと！

淡路島観光協会、淡路市商工会へ報告

※淡路島観光協会、淡路市商工会に繋がらない場合は、淡路市商工農林水産班へ連絡してください

地震発生！
まずは自分の身の安全を守る
危険を呼びかけ Shake out！

家族の安否確認、自分の安否報告（災害対策担当者へ）

★家族の安否確認ができているか！

淡路市観光危機管理 地震・津波避難行動 【雛形版】 事業者用

□「高齢者等避難」発表時で速やかに避難開始

□大規模な地震の際はまず身の安全を守る

□津波の場合は海から遠ざかる

（海と平行には逃げない）

□できるだけ大きな通りを使って高台へ

□堤防決壊時はできるだけ高い場所に逃げる

□倒れやすい木や崩れやすい建物等を避ける

□火気や爆発の危険性がある建物を避ける

□津波の場合はとにかく急いで海から離れる

決して海の方向に戻らない（津波時）

ここはどのような場所でしょうか 避難場所

津波災害警戒区域 区域内・区域外 ［ ］

土砂災害警戒区域 区域内・区域外 ［ ］

液状化危険度が高い区域 区域内・区域外 ［ ］

緊急時・災害時の連絡先

淡路市商工農林水産班 ＴＥＬ：0799-64-2542

淡路市防災・災害対策 ＴＥＬ：0799-64-2555

淡路島観光協会 ＴＥＬ：0799-22-0742

淡路市商工会 ＴＥＬ：0799-62-3066

消防・救急 １１９番

警察 １１０番

海の事故 １１８番

情報収集【今の状況】
→何が起こったのか

情報収集【今の状況】
→何が起こったのか

指示

問合せ

報告

災害・津波の有無について情報収集
（インターネット、スマートフォン、タブレット、
携帯電話、防災行政無線、お客様が調べ
た情報）

共有

職員同士は無線やLINEも活用

指示
口頭でお客様に避難を伝達
慌てず、わかりやすく「はやく避難」

・外国人対応は協力者を探す

避難したお客様の状況を確認
負傷者の対応

・落ち着いて、安心感とﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ

避難場所・避難先で

災害・津波の有無に関する情報収集
（テレビ、ラジオ、インターネット、防災行政無
線、電話[市・協会等への確認]）

集合し、役割に従って対応開始。
集合場所①（ ）

②（ ）

地震・津波発生時の行動！

地震・津波発生時の避難場所

淡路市防災ネット

避難時に必ず守って！

避難経路図（各事業者で作成してください）

報告


